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＜いきさつ＞
　　　CR方式のサージ吸収器（主回路用、コイル用）において、使用時
      異常過熱や焼損に至る状況があり、その要因として考えられる
      高周波（高調波）の重畳があります。
　　　※右図はコイルサージ吸収器を示します。

　　　　この詳細メカニズムについて以下に説明します。
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＜回路構成及び回路電流＞
　　　　CR方式のサージ吸収器は右図の様にコンデンサと抵抗器
        が直列に接続された構成となっています。
　　　　通常、使用に際して基本的に商用周波数域となります。
　　　　ご使用回路（電圧）に高周波（高調波）が重畳した場合に
　　　　は、回路電流が増加し抵抗器が異常過熱や焼損に至り
　　　　ます。
　　　　この回路の電流（I)は以下の式で求められます。
　　　　電源周波数が高くなれば、回路電流が増加します。
　
　　　・電源周波数60Hzの場合（商用周波数）

　
　　　・電源周波数1kＨｚの場合（高周波重畳を想定）

　
　　　・電源周波数10kＨｚの場合（高周波重畳を想定）

＜抵抗器が異常過熱、焼損する理由＞
　　　　コンデンサの容量リアクタンスはXc（1/2πfC）で表されます。
         fは周波数、Cは静電容量で、周波数が高いほど交流電流に対する抵抗（容量リアクタンス）は小さく
　　　　 なり、よって回路インピーダンスZも小さくなることで回路電流が増加して抵抗器への電力負担が大きく
         なり異常過熱、焼損に至ります。
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